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職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
四
十
八
号

　
　
　
職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
員
の
休
日
休
暇
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
大
分
県
規
則
第
四
十

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
条
の
二
第
三
項
中
「
の
指
定
期
間
」
を
「
に
規
定
す
る
指
定
期
間
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
、

始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
」
を
削
る
。

　

第
十
条
の
三
第
二
項
中
「
を
通
じ
、
始
業
の
時
刻
か
ら
連
続
し
、
又
は
終
業
の
時
刻
ま
で
連
続
し
た
」
を

「
に
つ
き
」
に
、
「
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
部
分
休
業
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
部
分
休
業
（
以
下
「
第
一
号
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）
」

に
、
「
の
育
児
時
間
」
を
「
に
規
定
す
る
育
児
時
間
（
以
下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
の
規
定

に
よ
る
子
育
て
部
分
休
暇
」
を
「
に
規
定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
（
次
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
時
間
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
」

と
い
う
。
）
」
に
、
「
当
該
部
分
休
業
」
を
「
当
該
第
一
号
部
分
休
業
」
に
、
「
当
該
子
育
て
部
分
休
暇
」

を
「
当
該
第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
子
育
て
部
分
休
暇
）

第
十
条
の
四　

条
例
第
十
三
条
の
四
第
二
項
の
任
命
権
者
が
定
め
る
時
間
は
、
次
に
掲
げ
る
時
間
と
す
る
。

　

一　

一
日
に
つ
き
二
時
間
（
第
一
号
部
分
休
業
、
育
児
時
間
又
は
条
例
第
十
三
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す

　
　

る
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
が
あ
る
日
に
つ
い
て
は
、
当
該
二
時
間
か
ら
当
該
第

　
　

一
号
部
分
休
業
、
当
該
育
児
時
間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た

　
　

時
間
）

　

二　

一
年
に
つ
き
、
非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員
に
あ
つ
て
は
七
十
七
時
間
三
十
分
、
非
常
勤
職
員
に
あ
つ

　
　

て
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
一
日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に
十
を
乗
じ
て
得
た
時
間

２　

第
一
号
子
育
て
部
分
休
暇
の
単
位
は
、
三
十
分
と
す
る
。

３　

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
に
係
る
条
例
第
十
三

　

条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
子
育
て
部
分
休
暇
（
以
下
「
第
二
号
子
育
て
部
分
休
暇
」
と
い
う
。
）
の
単

　

位
は
、
一
時
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

　

め
る
時
間
数
と
す
る
。

　

一　

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分
を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該

　
　

勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き　

当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数

　

二　

第
二
号
子
育
て
部
分
休
暇
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
残
時

　
　

間
数
の
全
て
に
つ
い
て
必
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き　

当
該
残
時
間
数

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
の
第
十
条
の
四
第

　

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
八
時

　

間
四
十
五
分
」
と
、
「
十
を
」
と
あ
る
の
は
「
五
を
」
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
規
則
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

二

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
四
十
九
号

　
　
　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

　
　
　
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
大
分
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
―
第
八
条
」
を
「
・
第
四
条
」
に
、
「
第
九
条
―
第
二
十
四
条
」
を
「
第
五
条
―
第
十
六
条
」

に
、
「
第
二
十
五
条
―
第
二
十
九
条
」
を
「
第
十
七
条
―
第
二
十
二
条
」
に
、
「
第
三
十
条
―
第
三
十
九

条
」
を
「
第
二
十
三
条
―
第
三
十
四
条
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
か
ら
第
四
条
ま
で
を
削
る
。

　

第
五
条
中
「
別
表
第
一
の
三
の
項
」
を
「
別
表
第
一
の
一
の
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

　

第
六
条
か
ら
第
七
条
ま
で
を
削
る
。

　

第
八
条
中
「
別
表
第
一
の
六
の
項
」
を
「
別
表
第
一
の
二
の
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

　

第
九
条
第
一
号
中
「
生
活
保
護
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
」
を
加
え
、

「
の
実
施
」
を
「
の
決
定
及
び
実
施
」
に
、
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施

関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係

情
報
」
に
改
め
、
第
三
章
中
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

　

第
十
条
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を

第
六
条
と
す
る
。

　

第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
を
削
る
。

　

第
十
三
条
中
「
別
表
第
二
の
五
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
三
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
次
に
掲

げ
る
情
報
」
を
「
大
分
県
肝
炎
に
係
る
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
大
分
県
規
則
第
二
十

四
号
）
第
三
条
第
一
項
又
は
第
十
条
第
一
項
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
情
報
（
以
下
「
肝
炎
医
療
費
助
成

実
施
関
係
情
報
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
前
号
イ
か
ら

ニ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報
」
を
「
肝
炎
医
療
費
助
成
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
前
号
に
掲

げ
る
情
報
」
を
「
要
保
護
者
等
に
係
る
肝
炎
医
療
費
助
成
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
か
ら
第

六
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報
」
を
「
要
保
護
者
等
に
係
る
肝
炎
医
療
費
助
成
実
施
関
係
情

報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

　

第
十
四
条
中
「
別
表
第
二
の
六
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
四
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
外
国
人

保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

　

第
十
五
条
中
「
別
表
第
二
の
七
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
五
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
か
ら
第
四
号

ま
で
の
規
定
中
「
及
び
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報
」
を
削

り
、
同
条
第
五
号
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
並
び
に
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
並
び

に
」
に
改
め
、
「
及
び
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人
就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報
」
を
削

り
、
同
条
第
六
号
、
第
八
号
、
第
十
号
及
び
第
十
一
号
中
「
及
び
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
又
は
外
国
人

就
労
自
立
給
付
金
支
給
関
係
情
報
」
を
削
り
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

　

第
十
六
条
を
削
る
。

　

第
十
七
条
中
「
別
表
第
二
の
九
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
六
の
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

　

第
十
八
条
中
「
別
表
第
二
の
十
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
七
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
三
十

一
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
、
「
次
に
掲
げ
る
情
報
」
を
「
肝
炎
医
療
費
助
成
実
施
関
係
情
報
」
に
改

め
、
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
、
「
前
号
イ

か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報
」
を
「
肝
炎
医
療
費
助
成
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
前
号

に
掲
げ
る
情
報
」
を
「
要
支
援
者
等
に
係
る
肝
炎
医
療
費
助
成
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
か

ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
号
に
掲
げ
る
情
報
」
を
「
要
支
援
者
等
に
係
る
肝
炎
医
療
費
助
成
実
施
関

係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

　

第
十
九
条
中
「
別
表
第
二
の
十
一
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
八
の
項
」
に
、
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情

報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

　

第
二
十
条
中
「
別
表
第
二
の
十
二
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
九
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
難
病

の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
」
を
加
え
、

「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
外

国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
す

る
。

　

第
二
十
一
条
中
「
別
表
第
二
の
十
三
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
保

護
の
」
の
下
に
「
決
定
及
び
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
中
「
の
徴
収
」
の
下
に
「
（
同
法
第
七
十
八
条
の
二

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
外
国
人
の
保
護
に
お
け
る
徴
収
金
の
徴
収
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

　

第
二
十
二
条
中
「
別
表
第
二
の
十
四
の
項
」
を
「
別
表
第
二
の
十
一
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
五
条
と

す
る
。

　

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
三
条
の
三
ま
で
を
削
る
。

（
規
則
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

三

（
規
則
）

　

第
二
十
四
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
同
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

条
例
別
表
第
二
の
十
二
の
項
の
規
則
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
同
項
の
規

　

則
で
定
め
る
情
報
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
情
報
と
す
る
。

　

一　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
四
条
の
規

　
　

定
に
準
じ
て
行
う
学
び
直
し
支
援
金
（
大
分
県
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
高
等
学
校
等
の
生
徒
で
、
高
等

　
　

学
校
等
に
在
学
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
十
六
月
（
定
時
制
の
課
程
及
び
通
信
制
の
課
程
は
四
十
八

　
　

月
）
を
超
え
る
も
の
又
は
高
等
学
校
等
に
在
学
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
十
六
月
（
定
時
制
の
課
程
及

　
　

び
通
信
制
の
課
程
は
四
十
八
月
）
を
超
え
な
い
も
の
で
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法

　
　

律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
二
年
文
部
科
学
省
令
第
十
三
号
）
第
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
科
目
の
単
位

　
　

数
の
合
計
が
七
十
四
を
超
え
る
も
の
の
う
ち
高
等
学
校
等
を
中
途
退
学
し
た
後
再
び
高
等
学
校
等
で
学

　
　

び
直
す
も
の
に
対
し
て
授
業
料
に
相
当
す
る
経
費
を
支
給
す
る
支
援
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
受

　
　

給
資
格
の
認
定
の
申
請
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査
に
関
す
る
事
務　

当
該
申
請
を
行
う
者
に
係
る

　
　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金

　
　

（
同
法
第
三
条
第
一
項
の
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
を
い
う
。
以
下
「
就
学
支
援
金
」
と
い
う
。
）
の

　
　

支
給
に
関
す
る
情
報
（
以
下
「
就
学
支
援
金
支
給
関
係
情
報
」
と
い
う
。
）

　

第
二
十
四
条
第
二
号
中
「
係
る
保
護
者
等
」
の
下
に
「
（
同
法
第
三
条
第
二
項
第
三
号
の
保
護
者
等
を
い

う
。
第
二
十
条
第
二
号
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
第
二
号
、
第
三
十
条
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第

三
十
一
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
次
に
掲
げ
る
情
報
」
を
「
当
該
届
出
を

行
う
者
に
係
る
就
学
支
援
金
支
給
関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
条
を
第
十
六
条
と

し
、
第
四
章
中
第
二
十
五
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
二
十
六
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
を
八
条
ず
つ
繰
り
上

げ
る
。

　

第
二
十
八
条
の
二
第
一
号
中
「
高
等
学
校
専
攻
科
修
学
支
援
金
」
の
下
に
「
（
大
分
県
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
高
等
学
校
の
専
攻
科
の
生
徒
（
次
号
に
お
い
て
単
に
「
生
徒
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
授
業
料
に
相
当

す
る
経
費
を
支
給
す
る
支
援
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
保
護
者
等
」
の
下

に
「
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
保
護
者
そ
の
他
の
生
徒

の
就
学
に
要
す
る
経
費
を
負
担
す
べ
き
者
と
し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
者
を
い
う
。
第
三
十
二
条
第
一
号
及

び
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

　

第
二
十
九
条
中
「
高
校
生
等
奨
学
給
付
金
」
の
下
に
「
（
高
等
学
校
等
に
在
学
す
る
生
徒
等
の
保
護
者
等

で
あ
っ
て
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
大
分
県
内
に
在
住
す
る
も
の
に
対
し
、
授
業
料
以

外
の
教
育
に
必
要
な
経
費
を
支
給
す
る
給
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
二
条

と
し
、
第
五
章
中
第
三
十
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
三
十
一
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
三
十
二
条
を
第

二
十
五
条
と
す
る
。

　

第
三
十
三
条
第
一
号
中
「
保
護
の
」
の
下
に
「
決
定
及
び
」
を
加
え
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
三

十
四
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

　

第
三
十
四
条
の
二
第
二
号
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

　

第
三
十
四
条
の
三
第
二
号
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条
と
す
る
。

　

第
三
十
五
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施

関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

　

第
三
十
六
条
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施

関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
一
条
と
す
る
。

　

第
三
十
七
条
第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
ロ
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施

関
係
情
報
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

　

第
三
十
八
条
第
二
号
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
に
改

め
、
同
条
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

　

第
三
十
九
条
第
二
号
中
「
外
国
人
保
護
実
施
関
係
情
報
」
を
「
外
国
人
生
活
保
護
実
施
関
係
情
報
」
に
改

め
、
同
条
を
第
三
十
四
条
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
五
十
号

　
　
　
大
分
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
大
分
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

本
則
の
表
の
日
田
市
の
項
中
「
二
〇
三
人
」
を
「
二
〇
四
人
」
に
改
め
、
同
表
の
日
出
町
の
項
中
「
六
八

人
」
を
「
七
〇
人
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

四

等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
五
十
一
号

　
　
　
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

　
　
　
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
申
請
者
の
要
件
並
び
に
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
大
分
県
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

目
次
中
「　

第
三
節　

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
三
条
の
三
・
第
四
十
四

条
）
」
を

「　

第
三
節　

基
準
該
当
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
基
準
（
第
四
十
三
条
の
三
・
第
四
十
四
条
）

　

第
九
章
の
二　

就
労
選
択
支
援
（
第
四
十
四
条
の
二
・
第
四
十
四
条
の
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
に

改
め
る
。

　

第
九
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

　
　
　

第
九
章
の
二　

就
労
選
択
支
援

　

（
就
労
選
択
支
援
員
）

第
四
十
四
条
の
二　

条
例
第
百
六
十
条
の
三
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
指
定
就
労
選
択
支
援
の
提
供

　

に
当
た
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
等
（
令
和
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
九
号
）
第

　

一
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
者
と
す
る
。

　

（
準
用
）

第
四
十
四
条
の
三　

第
十
五
条
（
第
二
号
を
除
く
。
）
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
、
第
三
十
六
条
及
び
第
四

　

十
一
条
の
規
定
は
、
就
労
選
択
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
中

　

「
第
七
十
六
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
七
十
六
条
第
二

　

項
」
と
、
同
条
第
一
号
中
「
第
五
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す

　

る
条
例
第
二
十
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第
六
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
条
の
九
に

　

お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
八
十
九
条
」
と
、
同
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
規
定
中
「
第
七
十
七
条
」

　

と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
条
の
九
」
と
、
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
八
十
二
条
第
一
項
」
と

　

あ
る
の
は
「
第
百
六
十
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
八
十
二
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中

　

「
第
八
十
二
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
八
十
二
条
第
二

　

項
」
と
、
第
十
九
条
中
「
第
九
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
九

　

十
条
」
と
、
第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
第
百
四
十
五
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
百
六
十
条
の
九
に
お

　

い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
四
十
五
条
第
三
項
」
と
、
第
四
十
一
条
中
「
第
百
五
十
六
条
の
二
」
と
あ
る
の

　

は
「
第
百
六
十
条
の
九
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
百
五
十
六
条
の
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
五
十
二
号

　
　
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
の
一

　
　
　
部
を
改
正
す
る
規
則

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年

大
分
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
第
五
章　

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
（
第
十
四
条
―
第
十
六
条
）
」
を

「
第
五
章　

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
（
第
十
四
条
―
第
十
六
条
）

　

第
五
章
の
二　

就
労
選
択
支
援
（
第
十
六
条
の
二
・
第
十
六
条
の
三
）
」
に
改
め
る
。

​　

第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

　
　
　
第
五
章
の
二
　
就
労
選
択
支
援

　

（
就
労
選
択
支
援
員
）

第
十
六
条
の
二　

条
例
第
六
十
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の
規
則
で
定
め
る
者
は
、
指
定
就
労
選
択
支
援
の
提

　

供
に
当
た
る
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
等
（
令
和
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
八
十
九
号
）

　

第
一
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
者
と
す
る
。

　

（
準
用
）

第
十
六
条
の
三　

第
四
条
（
第
一
号
を
除
く
。
）
、
第
八
条
及
び
第
十
条
の
規
定
は
、
就
労
選
択
支
援
の
事

　

業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
中
「
第
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十

　

条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
九
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
と
あ

　

る
の
は
「
第
六
十
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
七
条
第
二
項
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第
二

　

十
九
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
、

　

同
条
第
四
号
中
「
第
三
十
一
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三

　

十
一
条
第
二
項
」
と
、
第
八
条
中
「
第
三
十
六
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る

　

条
例
第
三
十
六
条
」
と
、
第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
三
十
八
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六

（
規
則
）



令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
報
号
外

五

　

十
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
八
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
八
条
第
二

　

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
三
十
八
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も

　

の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
九
月
三
十
日

大
分
県
知
事　
　

佐　
　
　

藤　
　
　

樹　

一　

郎　

大
分
県
規
則
第
五
十
三
号

　
　
　
大
分
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
会
計
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
大
分
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
中

「

」
を

大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校

大

分

市

「

」
に
改
め
る
。

大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校

大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校

大

分

市

大

分

市

　

別
表
第
四
の
大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

県
立
中
学

校

事
務
長
（

統
括
事
務

長
を
置
く

場
合
に
あ

つ
て
は
、

統
括
事
務

長
。
資
金

前
渡
職
員

の
欄
に
お

い
て
同
じ

。
）

教
頭
（
学

び
ヶ
丘
中

学
校
に
限

る
。
）

教
頭
（
学

び
ヶ
丘
中

学
校
に
限

る
。
）

教
頭
（
学

び
ヶ
丘
中

学
校
に
限

る
。
）

事
務
長

事
務
長

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
規
則
）


